
し集

一
、
骨
折
脱
臼
に
よ
る
接
骨
師
の
施

民
健
康
保
険
条
例
中
一
部

改
正
に
つ
い
て

四
肱
川

の

に

ー
海
外
移
住
啓
も

多

大

の

を

あ

げ

て

外

促

進

す

る

た

め

、

日

十

月れ映

る

1

＇
保
険
給
付
の
改
善

海
外
へ
雄

ぷ
ノ

飛

野

虎

生

つ
い
て

（，同
康
保
険
と
の
協
定
接

と
み
入

け；

村

肱

例

編

10鬱20

集

村川

発
行

場

記

骨
折
脱
臼
に
よ
り

に
行
く
余
裕
の
な

罹
り
し
施
術
費
の

一
日
よ
り
支
給
実
施
と
な
り
ま
し
た

但

し

左

記

条

件

に

の

も

の

に

限

り
ま
す
。

適
否

J

口廿

紀
つ
い

t
;
~
~

：
;
~
~
~
＇
,
，
'
，

9
9
9
,
9
’
,
9
,
'

：
！
心
~
'
,
'
,

米
の
と
り
入
れ
に
多
忙
の
こ
と
で
し

よ
う
。
全
国
的
に
は
豊
作
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
場
合
は
ど

う
で
し
よ
う
か
。
旱
魃
豊
作
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
水
利
に
恵
ま
れ
ぬ
本
村
の
場

合
、
水
不
足
の
被
害
は
思
っ
た
よ
り
大

き
い
の
で
は
な
い
か
、
．
又
秋
ウ
ソ
カ
も

か
な
り
猛
威
を
ふ
る
っ
た
よ
う
で
心
配

し
て
お
り
ま
す
。

A

さ
て
、
先
に
お
願
い
し
ま
し
た
予
約

に
L

買

噴

し

し

ま

す

0

年

期

E

末
日
で
す

が

、

来

}

し

て

下

さ

い

し

、

被

害

で

、

予

た

ム

来

な

い

と

考

れ

ァ

あ

っ

た

日

か

十

口

ヘ

申

し

出

、。
＞` の

い
た
し
ま

所

で

開

き

、

に

つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
た
が
、
そ

の
後
次
第
に
移
住
に
つ
い
て
の
関
心
も

高
ま
り
、
移
住
希
望
者
も
出
て
お
る
が

、
こ
の
事
業
は
「
新
し
い
村
づ
く
り
」

と
表
哀
一
体
の
粛
要
な
事
業
で
あ
る
こ

と
の
理
解
を
も
ち
、
出
る
者
、
残
る
者

一
体
と
な
っ
た
協
力
が
な
け
れ
ば
、
促

進
は
む
つ
か
し
く
、
特
に
移
住
者
に
対

す
る
理
解
と
応
援
は
必
要
で
他
人
事
と

し
な
い
で
強
い
協
力
を
係
で
は
望
ん
で

お
る
。な
郎
、
年
内
に
再
度
希
望
者
や
関
係

者
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
き
、
相
当
数

の
移
住
を
実
現
す
る
一
方
、
送
り
出
す

方
の
協
力
方
法
に
つ
い
て
も
、
具
体
的

に
決
定
し
、
本
事
業
を
強
力
に
お
し
す

4

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
。

二
日

二
九
日

肱
川
分
校
に
お
い
て
レ
ン

ゲ
ン
検
診

月
松
山
市
に
お
け
る
農
i

学

ニ

―

人

参

加

二
二
日

一
七
日
よ
り
ジ
フ
テ
リ
ア

一

日
一
五
日

―
二
日 L

 
ブ

-
0
日

し

よ

う

ち

ゅ

う

の

カ

当
一
：
八
リ
ッ
ト
ル
（
一
升
）

価
格
（
び
ん
込
）

滑

酒

四

二

七

円

合
成
酒
三
二
九
円

焼

酢

三

一

五

円

粕

取

五

0
0
円

部
落
長
を
通
じ
、
一
括
し
て
、

販
売
店
へ
申
し
込
む
）

つ
て
も
引
．

き
合
わ
な
い
と
言
い

乍
ら
、
食
糧
自
給
の

た
め
に
は
ど
う
し
て

も
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
作
物
で
す
。

米
は
地
力
麦
は
肥

力
と
い
う
こ
と
が
あ

る
様
に
、
麦
は
肥
料

大
き
く
、
．
従
つ
て
非
常
に

肥
料
は
使
わ
れ
て
い
乍
ら
、
案

外
無
計
画
に
施
し
て
多
く
の
損
失
を

出
し
て
い
る
様
で
す
。

作
っ
て
も
引
き
合
わ
な
い
様
な
安

い
作
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
合
理
的
に

施
し
て
効
果
を
上
げ
る
様
に
し
て

さ
い
。
肥
料
設
計
の
方
法
は

部
落
長
さ
ん
に
プ
リ
ン

あ
り
ま
す
か
ら
読
ん
一

か
り
難
い
時
は
普
及
四

ゞ
ぎ
た
い
の
で
す
が
、

ら

で

な

，

で

一

し
よ
う
。

に各に
研人
究ば談い
しらい°つ
まばたわて

八七六
日日日

例
年
の
通
り
、
刈
り

特
配
が
左
記
に
よ
り
あ
り
ま

一
、
配
給
対
象

一
刈
り
一
げ
用

|
|
|
1

I
Iの
割
剛
に
可
り
芍

四
日

全
村
民

になり

／奪 gリッ

I 8'0ミリ



日

前

十

時

よ

り

高

松

え

次

い

で

宮

の

御

巡

産

種

牛

ニ

ー

肉

牛

無

牛

等

で

二

四

合

四

さ

れ

る

。

卒

直

に

優

り

だ

け

に

、

自

分

は
等
級
を
つ
け
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
唯
県
対
の
比
較
を
自
分
な
り
に

言
い
ま
す
と
次
の
通
り
で
す
。

穂
牛
は
平
均
し
て
島
根
、
取
烏
、
岡

山
も
の
、
肉
牛
は
三
重
、
山
口
が
特
｝

目
だ
っ
て
良
い
と
思
っ
た
。
生
産
牛
心
.

い
ず
れ
と
も
差
が
つ
け
が
た
ぃ
仕
末
、

も
な
み
に
あ
る
人
に
種
牛
の
価
格
を
5

、
て
見
る
と
、
九
拾
万
円
な
ら
売
る
F

つ
て
い
ま
し
た
c

又
肥
育
に
つ
い
一

く
と
人
間
の
子
供
を
育
て
る
以
，

る
と
の
こ
と
、
々
に
i

こ

と

は

せ

ん

t

つ
い
て゜

八

寄宮宮見部

岩フシア
ジサ
エカヨ次

を金動のと運りば五にり村お
おきのあは動ま ‘0はまのる
願よ趣る‘
い出旨こ
致方をと
しに了で動
まつ解あに
いいり対標民成よら内二ま i
てたます
格ゞするをすなを別達八°し
別きの大完けい願募成 0本感カ
の‘でき遂あ実わ金完 0 年謝
戸‘いすい情なと遂円度致て金御の
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て が行味 あ

くあら電が遼る十
°る川車な戸名月
°‘はい内古九
大°海屋
阪＋のに
平日美向
野朝景つ
を大もて
つ阪夜出
つ着と発
走‘あす
り近つる

．` 鉄て゜
に屋な急意 で

般

東

日

一

よ

る

水

範

た

り

、

に

堪
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
．． 

の

各

都

道

府

県

こ

、

そ

れ

全

の

置

t

入

、

台

一
、
義
損
金
品
の

先
そ
の
他

／
義
損
品
は
十
一
十
八
日
ま
で

2
義
損
金
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
五
日

ま
で

3
送
致
先
日
赤
愛
媛
県
支
部
を
通
じ

て
リ
災
地
へ
配
分
送
付
す
る
。

の
取
り
ま
と
め
は
、
日
赤
肱
川
村

長
（
事
務
局
へ
届
け
て
い
）

を
用
い
ね
ば
な
ら

し
ま
し
た
。

日
展
示
さ
れ
て
あ
っ

も
の
は
、
百
匁
四
五

円

普

通

の

も

の

で

百
匁
一
五

0
円
ー
一
六

0
円
で
し
た

。
以
上
ま
と
ま
り
の
な
い
走
り
書
で

れ
ば
幸
い
で
す
。

す
が

合

中

居

影下共山月瓜中上
嵯
野生
央鹿
大峨 敷野

地谷栄槌尾谷水川和栄栄
生三

佐小金 三
僻

九

（
ー
オ
当
り
）

「

長

サ

一

末

一

三

尺

二

寸

一

”

‘

二

五

上三
五
上

五

0
上

六
0
上

0
0
上

あ

調

な

降

雨

↑

あ
っ
た
が
、
乾
燥
の
た
め
圏
糸
の
成

は

一

卜

、

成
育特

五
月

ヽに
元

津

宮二 大安宮

岡

ヨ

ン

亡

”’ 

内

里

竹山富堀西

田井本

久
美
子太

肱 出

永川田登藤山野

に金

っ
い

推
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価
格
次
の
通
り

贋
匹

ヒ

ノ

キ

三
四
。
七
六
銭

三
四
＂
七
六

三
四
：
七
六

三
四
暴
―
―

四
二
こ
立
三

き
し
、

之
又
1

作

業

(
稽祖

秋

子

(

つ
が
、
早
の
＂

學
。
紐

炎
予
i

る
こ
し

台
香
巨

7

い
内
（
八
分
開

と
が
望
し
い
。
肱
川

阿
が
良
く
な
い
よ
う
，

風
乾
燥
の
分
は
良
質
で

ム
缶
利
用
の
乾
燥
場
に

も
申
分
の
な
い
良
い
も

る
が
村
全
体
か
ら
て
、

、
少
な
い
、
乾
燥

が
あ
る
。
価

o
l三
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口

二

0
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0

ニ
四
こ
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九

三
四
。
七
六

四

0
。

四三

゜
脅ヽノ゜。

O
O

' 

二ご四
六四{

｀ ＝ ． 
四九

マ

ツ

野
菊
の
色
も

か
り
秋
に
な

つ
て
忙
し
い

，
収
棧
の
時
期
と
な
っ
た
。
そ
の

忙
し
さ
の
間
に
、
あ
ち
ら
こ
ち

わ
い
、
呼
ん

お
客
の

る。

名
L

‘̀ 

J l | 

県
森

材
市
売

例
年
の

え
い
た
ゞ
き
ま
し
て

ざ
い
ま
し
た
。
厚
く

げ
る
と
と
も
に
献
納
金
額
を
報

j
 

告
い
た
し
ま
す
。五、
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